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第３回理事会次年度当初予算編成に係る県教委要望検討
９月３日（水）午後２時より第３回理事会を開催し、下の内容を中心に

協議が行われた。

・県教委令和８年度予算要望の検討 ・退職後の雇用拡大等に関する要望

・全管協関係の要望 ・県議会議長への署名活動

・徳管協本部の研修や事業について ・管理職復元問題の作成について等

協議に加えて、令和８年度に７年度に続いて実施となる「特定管理監督

職群」である特例任用管理職（校長・副校長・教頭）の実施や給与・処遇、

学校現場の人材不足や補充教員の厳しい状況、今年度末閉校・休校の学

校、各市町村の統合・合併の進捗状況等についての情報交換等を行った。

「退職後の雇用拡大と雇用条件・処遇改善」についての要望
徳管協は、管理職員会員の令和６年度末役職定年５２名と令和６年度末定年退職となる役職定年後に降任・

転任した１５名にアンケートを行い、退職後の動向調査を実施した。その結果、６年度末役職定年者の約９２％

が定年延長並びに再任用・最雇用・再就職となっていることが動向調査より分かった。また、役職定年・定年

延長した前管理職員１５の内１４名が最雇用・再就職の動向結果となっている。徳管協は本年度も９月から本

部又は各支部において、県教委と各市町村教委教育長を訪問し、退職者等の再任用・再雇用について次の２点

について要望活動を展開する予定である。

【要 望 事 項】

１ 教育管理職の経験と職歴を活かした、役職定年時退職（定年前退職）後並びに定年延長に伴う定年退職後

の雇用拡大の働きかけの要望

２ 雇用先の勤務条件と処遇改善（給料・健康保険・年休等）の働きかけの要望

義務標準法・人確法・義務教育費国庫負担制度の署名活動のお願い
１０月実施予定の県議会議長への義務標準法・人確法・義務教育費国庫負制度に関する署名活動についてお

願いします。署名活動は徳管協・徳教団・徳公教組の三団体が、次の３つの要望趣旨で行っています。

一 今日的な教育諸課題に対応するため、更なる義務教育諸学校等の標準法を改正し、教職員定数の改善を図

ること

一 教育現場に優れた人材を確保するため、人材確保法を尊重し、教育専門職としてふさわしい給与・待遇と

すること

一 教育の機会均等と教育水準の維持向上のために、義務教育に係る費用を全額国庫負担とすること。

署名期間は９月末日までを目処とし、署名は徳管協各支部に送付してください。ご協力よろしくお願いします。

ライフプラン・セミナー（退職後の生活設計）開催
７月２９日（火）１３：３０から、県教育会館５F小ホールにおいて徳管協

会員２９名（内資料参加３名）の参加を得て、「ライフプラン・セミナー」を

開催した。５年度より定年延長制が始まり、大きな制度変更に伴い給料や退職

金、年金支給等に高い関心が集まるところである。そのような中、約２時間半

にわたって「退職金、退職後の福利厚生について」（県教委福利厚生課）、「退

職後のライフプランと資産形成」（阿波銀行）、「管理職員の役職定年後の動向

調査について」（徳管協事務局）等、会員の退職金や退職後の生活や福利厚生、

セカンドライフの資産形成等について有意義なセミナーとなった。
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第２１回徳管協観劇ツアー「宝塚ミュージカル」(梅田芸術劇場)

１２月６日（土）第２１回観劇ツアー開催にて、梅田芸術劇場メインホール「宝塚ミュージカル」を観劇し

ます。９月上旬頃各支部から各学校に案内が送付されます。ご希望の方はメール、FAXいずれかの方法で徳管

協事務局に申し込みください。（※徳管協は本部事務局から各会員へメール送信できる体制づくりを進めていま

す。可能な方はメールでの申込方法「観劇ツアー申込について」にご協力ください。）

申込開始は９月１６日（火）です。詳しくは「徳管協観劇ツアー案内」をご覧ください。


